
公表 :令和 4年   3月   22日

事業所における自己評価結果 (公表)

事業所名:発達療育 レンテ市川

チェック項目 は い いいえ
工天している点、課題や改善すべき点など

環
境

口
体

制
整
・備

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係
で適切であるか

2 職員の配置数は適切であるか 9
体醐不員の際に体みにくさを感じてしまわないよう、職員が少ない日をなるべく作らな
いようにした方がよいと思う。

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境になつているか。また、障がいの特
性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされて
いるか

6

ロス回―プ等の設置などバリアフリーではないが、必要に応じて支援している。
・事務所とリビングの仕切りがないくお子様が入ってこれる)ので、対策を考えていく。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になつているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となつているか

9 1

口季節によつては力にが発生する箇所があつたため、除湿など重点的に行なつていく。
・外壁など大規模な修結を行った。絡年劣化や床・手すりなど日常の清掃では難しい
箇所があるが、半年ごとの大掃除で点検していく。
・洗面所の臭いはまだ気になるが、今年度、洗面所の修理やエアヨンの業者清掃や建

業
務
学
善

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル(目

標設定と振り返り)に、広く職員が参画してし
るか

・ケースミーテインク
・月1回頻度で全員のミーティングがある

6

保護者等向け評価表により、保護者等に対
して事業所の評価を実施するとともに、保護
者等の意向等を把握し、業務改善につなげ
ているか

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評
価表の結果を踏まえ、事業所として自己評
価を行うとともに、その結果による支援の質
の評価及び改善の内容を、事業所の会報キ
ホームページ等で公開しているか

1

・ホームページにて公表しているものの、職員や保護者に周知されていないので、知ら
ない人もいる。毎年の評価が形骸化しないように心がけたい。

8
算三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげているか

恭記 入 (知 らない )1件

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保しているか

適
切
！な
支
援
の
提
供

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
児童発達支援計画を作成しているか

1

SV(スー′ヽ 一ハ イス )を 活用 し、疋馴 聞 に保護 者 のニースを調 査 している。

子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使用
しているか

1

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援(本 人支援及び移行支
援)」 、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設やされているか

1

児童発達支援計画に沿つた支援が行われて
いるか

1

活動プログラムの立案をチームで行つてい
るか 1

・意見交換や相談がしやすいよう情報共有7プリを活用している。

活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いるか 1

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて児童発達支援計画
を作成しているか

1

個 別 活動 で 日標 としていることを案 団活 動 で般 4しできるよう工 天 して作 成 され ている。

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役害1分担に
ついて確認しているか

ヽ

ケースミーティンクで暇員間で共百している。グルーフ活動の前は毎回事前に流れや
各職員の役割を確認している。
・朝礼にて必要事項を共有している。

支援終了後には、職員前で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行い、
気付いた点等を共有しているか

1

・気になつたことや疑問点があれば、終礼やオフィス(記録口事務作業の時間)で共有し
ている。また、職員全員が見られる情報共有アプリを活用し周知している。

日々の支援に関して記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか

1

定期的にモニタリングを行い、児童発達支援
計画の見直しの必要性を判断しているか

1

支援計画更新時期にモニタリングを行つている。



チエック項 目 は い いいえ
工 天 している点 、課 題 や 改 香 す べ 言点など

関
係
機

！聞
や
！保
護
者
と
の
遠
糖

障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最もふ
さわしい者が参画しているか

1〔

ブログラム貢4壬者が参力日している。

母子保健や子ども口子育て支援等の関係者
や関係機関と連携した支援を行つているか

移行支援として、保育所や認定こども園、幼
稚園、特別支援学校 (幼稚部)等との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図つて
いるか

傑育所等訪間支横や関係機関連携を行つている。

移行支援として、小学校や特別支援学校
(小学部)との間で、支援内容等の情報共有
と相互理解を図つているか

他の児童発達支援センターや児童発達支援
事業所、発達障害者支援センター等の専門
機関と連携し、助言や研修を受けているか

7

未記入 1

ロシエアスーパーバイザーが機会を設けている。
口必要に応じて情報共有を行っている。
ロコロナウイルスの影響もあり、今年度は研修にあまり参加できていない

(自 立支援)協議会子ども部会や地域の子ど
も,子育て会議等へ積極的に参加している
か

7

市川エリアの貢任者が参加している。

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持つているか

口毎回のセッション(指導)でその日の担当とのフィードバック時間を設けてい
る。

保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対して家族支援プログラム(ペアレン
トトレーニング等)の支援を行つているか

保
！護
者

へ
か
！説
域
資
任
！等

匡営規程、利用者負担等についてT寧な説
現を行つているか

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら支援内容の説明を行い、
保護者から児童発達支援計画の同意を得て
いるか

定期的に、保護者からの子育ての悩み等に
対する相談に適切に応じ、必要な助言と支
援を行つているか

父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援しているか

2

口保護者会や父出会等はないが、保護者スペースを設置したことにより、保護
者同士の交流が生まれている。
・コロナ禍の中、集まりを開くこと自体ができない。また、全国開所していること
もあり保護者会を開催するという設定が難しい。
口Webセミナーによつて、エルチェと保護者とのつながりができてきた。保護者同士
の交流については、今後「就学について」「身辺自立について」などのテーマを
染めて惜錦李ね会やアイギィア奪地会カミでキスカよい>Rう ^

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制を整備するとともに、子ども
や保護者に周知し、相談や申入れがあつた
場合に迅速かつ適切に対応しているか

こ期的に相談の時間を設けている。また、要望がある時はできる限りその場て
対応、もしくは共有し後日お話しするようにしている。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信しているか

7

その都度、個別にお伝えすることが多い。

個人情報の取扱いに十分注意しているか 1

障がいのある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしているか

1

非
常
時
等
の
対
応

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や保
護者に周知するとともに、発生を想定した訓
練を実施しているか

1

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行つているか

1

事前に、服案や予防接種、てんかん発作等
のこどもの状況を確認しているか

1

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共
有しているか

1

虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしているか

1

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、児童発達支援計画に記載しているか

1



保護者等向け 児童発達支援評価表

公表 :令和  4年   3月   22日

事業所名 : 発達療育 レンテ市川      保護者等数 (児童数)19     回収数13 書」合  68.4%

チェック項目 はい
どちらとt

いえない
いいえ めからない ご意見

環
！
境

体
！
制
！
整
！備

■
ュ

子どもの活動等のスペースが十分に確保され

ているか
13 0 0 0

その日によつて、部屋の振り分けがどの

ように決められているのか気になる。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 1 0 1

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され

た環境*1になつているか。また、障がいの

特性に応じ、事業所の設備等は、1青報伝達等

への配慮が適切になされているか

12 0 0

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

になつているか。また、子ども達の活動に合

わせた空間となつているか

13 0 0 0

適
！
切
！
な
！支
！援
■
の

！提
！快

5

子どもと保護者のエーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画米2が作成さ

れているか

13 0 0 0

一６

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ ド

ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」

の「発達支援 (本人支援及び移行支援)」 、

「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容

から子どもの支援に必要な項目が適切に選択

され、その上で、具体的な支援内容が設定さ

れているか

12 0 0

7
児童発達支援計画に沿つた支援が行われてい

るか
13 0 0 0

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工夫さ

れているか
12 1 0 0

保
！
護
！者

！！へ
一の
！
説
！
明
！
等

9
運営規定、利用者負担等について丁寧な説明

がなされたか
13 0 0 0

10

児童発達支援ガイ ドラインの「児童発達支援

の提供すべき支援」のねらい及び支援内容

と、これに基づき作成された「児童発達支援

計画」を示しながら支援内容の説明がなされ

たか

12 0 0 1

1■
保護者に対して家族支援プログラム (ペアレ

ント・トレーニングネ4等)が行われているか
13 0 0 0



チェック項目 は い
ど ちらと萄

い房遂ドい
いいえ めからない ご意見

保

護

者
人

の
！
説

明

！等

■2

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの健康や発達の状況、課題について共

通理解ができているか

13 0 0 0

18
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関

する助言等の支援が行われているか
13 0 0 0

14

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されている

か

1 8 2

・未記入1名

・保護者同士が気がねなくお話しできる

機会があるとうれしい。

・父母の会、保護者会はない。

・連携は特にないが、集団療育ではない

ので必要性も感じていない。

11151

子どもや保護者からの相談や申入れについ

て、対応の体制が整備されているとともに、

子どもや保護者に周知・説明され、相談や申

入れをした際に迅速かつ適切に対応されてい

るか

12 0 0

面談や相談の際に専門的かつ良心的に話

をして下さり、とても頼 りにしていま

す。

16
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮がなされているか
12 0 0

17

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の1青報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して

発信されているか

7 0 4

未記入1名

18 個人情報の取り扱いに十分注意されているか 0 0 2

非

常
！
時

等

あ

対
！
応

■9

緊急時対応マニュアル、防犯マニユアル、感

染症対応マニュアルを策定し、保護者に周

知・説明されているか。また、発生を想定し

た訓練が実施されているか

13 0 0 0

20‐
非常災書の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われているか
13 0 0 0

満

足
！
度

21 子どもは通所を楽しみにしているか 12 0 0

22 事業所の支援に満足しているか 12 0 0

*1「本人にわかりやすく構造化された環境」は、この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかり

やすくすることです。

*2「児童発達支援計画」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状

況に関するアセスメン トを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援

を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管

理責任者が作成します。
*3「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持つて行われる個々の活動のことです。子どもの障害の特性や課

題等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。


